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In this paper, the experiment result of CFT column with rectangular section,steel tubes and plain concrete. And this report confind 

effect of CFTcolumn. 

 

１． はじめに 

前報では，高強度長方形 CFT 柱の実験概要について

報告した．本報では，実験結果について報告する． 

２． プレーンコンクリート柱実験結果 

２.１ 破壊状況 

プレーンコンクリート柱試験体の最終破壊状況を

Fig.1 に示す．全ての試験体において破壊過程は同様で，

最大耐力を示した直後に爆裂現象を起こし耐力を急激

に落とした．長方形試験体は，コア供試体圧縮試験に

おいて強度の低かった試験体上部が破壊した． 

２.２ 応力-ひずみ関係 

実験結果を Table 1 に，応力-ひずみ関係を Fig.2 に示

す．今回の試験体はこれまでの試験体 1)と同様に実験

値が材料試験強度よりも低く，9 割程度の強度を示し

た．長方形試験体は試験体上部で破壊したが，最大応

力は上段から採取したコア供試体よりも高い値を示し

た．試験体上端付近では載荷面の摩擦による拘束力が

強度に影響した可能性がある． 

３． 中空鋼管実験結果 

３.１ 破壊状況 

中空鋼管試験体の最終破壊状況を Fig.3 に示す．全て

の試験体で柱の中段に凹凸の座屈現象を確認した． 

３.２ 応力-ひずみ関係 

実験結果を Table 2 に，応力-ひずみ関係を Fig.4 に示

す．なお，表中の降伏応力は 0.2％オフセット値である．

幅厚比が大きな試験体が他の試験体に比べ，小さいひ

ずみで座屈による耐力低下を起こした． 

４． CFT 柱実験結果 

CFT 柱試験体の実験結果を Table 3 に示す．表には最

大耐力を計算耐力で除して基準化した値（Nmax/N0）を

併せて示す．計算耐力の算出には，中空鋼管実験の降

伏応力とコンクリートの材料試験強度を用いる．  

４.１ 破壊状況 

CFT 柱の最終破壊状況を Fig.5 に示す．全ての試験

体で鋼管に凸型の座屈現象が見られ耐力を低下させた．

しかし，コンクリートの脆性破壊による急激な耐力低

下の現象は起こしていない．  
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2
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2
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Figure 1. Final failure pattern 
 of plane concrete 
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Table 1. Test results of plane concrete 

Table 2. Test results of steel tube 

Figure 3. Final failure pattern 
 of steel tube 

 

材料試験

降伏強度 降伏応力 最大応力

[N/mm
2
] [N/mm

2
] [N/mm

2
]

SR-S-22 22.2 424 426 434 CFTR-S-22-6

長辺 30.8 424

短辺 20.5 432

長辺 22.8 471

短辺 20.5 432

CFTR-R-31-6

SR-R-23 長方形 450 479 CFTR-R-23-7

正方形

SR-R-31 長方形 420 420
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Figure 2. Stress-strain curve 
 of plane concrete 

Figure 4. Stress-strain curve 
 of steel tube 
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４.２ 軸圧縮耐力-軸方向ひずみ関係 

軸圧縮耐力-軸方向ひずみ関係を Fig.6 に示す．全て

の試験体で同様の初期勾配を示し，最大耐力を示した

後は本研究の円形 CFT 柱試験体 1)に比べ急激な耐力低

下を示した．全ての試験体で最大耐力時のひずみは

3000μ程度を示した．正方形試験体と長方形試験体で

最大耐力比の差はほとんど見られない．また，最大耐

力直後の軟化勾配が大きい順に，鋼管耐力比が同等の

長方形試験体，幅厚比が同等の長方形試験体，正方形

試験体であり，正方形断面の拘束力の影響が長方形断

面に比べ大きいと考えられる． 

５． CFT 柱実験値と累加値の比較 

Fig.7～9 は CFT 柱の充填コンクリートがプレーンコ

ンクリート柱の破壊後も破壊直前の軸圧縮耐力を保つ

と仮定して，中空鋼管との同一ひずみ時における荷重

の累加値を算出し，CFT 柱実験値と比較したものであ

る．図中に各試験体の横方向ひずみを併記する．ひず

み度は，いずれも圧縮を正としている． 

[軸圧縮耐力-軸方向ひずみ関係] 

CFT 柱実験値と累加値は，プレーンコンクリート柱

の破壊ひずみまで同様な挙動を示している．プレーン

コンクリート柱破壊後も CFT 柱の荷重は上昇し，CFT

柱の最大耐力は同一ひずみ時の累加値と比較して，正

方形試験体は 5%，鋼管耐力比が同等の長方形試験体は

9%，幅厚比が同等の長方形試験体は 6%の耐力が上昇

した．全ての CFT 柱試験体で中空鋼管が降伏するのと

ほぼ同ひずみ時に CFT 柱も勾配(剛性)が低下している． 

[軸方向ひずみ-横方向ひずみ関係] 

軸方向ひずみ-横方向ひずみ関係において，CFT 柱と

中空鋼管はプレーンコンクリート柱の破壊点まで同様

の勾配である．これは CFT 柱の相互拘束効果がこの時

点までは作用していないことを示している．プレーン

コンクリート柱破壊開始後，CFT 柱の荷重が累加値を

上回り始めるのと同時に，CFT 柱の横方向ひずみの進

展が速まる．これは充填コンクリートが膨張し鋼管を

押し広げようとするため，その反力として鋼管から充

填コンクリートへの拘束力が加わるものと考えられる． 

６． まとめ 

長方形 CFT 柱および正方形 CFT 柱，プレーンコン

クリート柱，中空鋼管実験から以下の知見が得られた． 

① 柱上端から採取したコア供試体は，材料試験や他の

箇所のコア供試体と比較して，強度が低下した． 

② プレーンコンクリート柱の最大応力は，材料試験結

果よりも低く，柱上端のコア供試体より高い値を示

した． 

③ 今回の試験において，CFT 柱の最大耐力比は正方形

断面と長方形断面でほぼ同等であった． 

④ CFT 柱の軟化勾配の比較により，正方形断面の拘束

力の影響が長方形断面に比べ大きいと考えられる． 

⑤ CFT 柱と中空鋼管･プレーンコンクリート柱の累加

値との比較から，角形 CFT 柱は載荷初期において

は充填コンクリートと鋼管の相互作用の効果は少

なく，充填コンクリート破壊後に相互拘束効果によ

る耐力上昇が起こることが分かった． 
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Figure 5. Final failure pattern of CFT 
[CFTR-S-22-6] [CFTR-R-23-7] [CFTR-R-31-6] 

計算耐力'

最大耐力 最大耐力時歪 N0'

[kN] [μ] [kN]

CFTR-S-22-6 正方形 16146 3317 1.01 15910

CFTR-R-31-6 長方形 15416 3153 1.01 15209
CFTR-R-23-7 長方形 17801 2989 0.99 17986

形状試験体名

実験値

最大耐力
/計算耐力'

Table 3. Test results of CFT 
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Figure 6. Stress-strain curve 
 of CFT 

Figure 7. Load-strain curve 
 of CFTR-S-22-6 

Figure 8. Load-strain curve 
 of CFTR-R-31-6 

Figure 9. Load-strain curve 
 of CFTR-R-23-7 
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